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ヒートシンクなしで384Wを供給する4フェーズ昇圧コンバータ
－ デザインノート453
Victor Khasiev

はじめに
ハイパワー昇圧コンバータは、車載、産業用およびテレコム
の分野の設計者の間で人気が高まっています。300W以上
の電力レベルが必要な場合、大きなヒートシンクや強制空冷
なしですませるには、高効率(低電力損失)のパワートレイン
部品が不可欠です。複数の電源段の位相を相互に挟み込むと

(マルチフェーズ動作)、効率が改善され、入力コンデンサと出
力コンデンサの両方でリップル電圧とリップル電流が減少す
るので、小さなフィルタ部品を使用することができます。

図1. 5V～18V入力から48V/8Aを供給する、LTC3862をベースにした4フェーズ昇圧コンバータ
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384W昇圧コンバータ
LTC®3862のデータシートで説明されているように、マス
タ-スレーブ構成に設定された2個の2フェーズLTC3862電
流モード・コントローラを使った4フェーズ昇圧コンバータを
図1に示します。U1はマスタ・コントローラです。これは2個
のコントローラの同期をとるのに役立つクロック信号を発
生します。U1のCLKOUTピンをU2のSYNCピンに接続し、
U2のPLLFLTRピンをローパス・フィルタで終端することに
より、同期を実現します。各コントローラはその2つのチャ
ネルの間で位相を180°ずらして動作します。2個のコント
ローラの間では、U1のPHASEMODEピンの状態によって
定義されるように90°位相がずれており、図2に示されてい
るように、相互に位相を挟み込んだ4フェーズ・システムを形
成します。

パワートレインには、4個のインダクタL1～L4、4個のMOS-
FETQ1～Q4、4個のダイオードD1～D4が、入力フィルタ・コ
ンデンサおよび出力フィルタ・コンデンサとともに含まれてい
ます。2個のコントローラのITH、FB、SS、RUNの各ピンは
相互に接続されているので、位相間の電流分担のバランシン
グとばらつきのない起動タイミングが強制され、両方のコン
トローラが同じ入力電圧でオンするように強制されます。

このコンバータは12V～18Vの入力から48Vで8Aを連続
して供給することができます。出力電流を減少させれば、
5Vまで下げた入力電圧でも48Vの出力をサポートすること
ができます。図3は、負荷範囲の大部分で96%を超えるコン
バータ効率を示しています。図4に示されている3A負荷ス
テップに対する過渡応答は、公称値からわずか100mVしか
変化しません。

さらに高電力のアプリケーションには、最大12電源段を並
列接続し、位相をずらしてクロックを与えることができます。
LTC3862は入力電圧が4V～36Vで、出力電圧は外部部品
の選択に依存するので、オーディオ・アンプや燃料噴射システ
ムなど車載用12Vハイパワー昇圧コンバータに最適です。

まとめ
LTC3862 2フェーズ・コントローラは、高効率、低電力損失、
小さなリップル電圧とリップル電流を要件とし、ソリューショ
ン・サイズが小さく、強制空冷やヒートシンクを必要としない
マルチフェーズ昇圧コンバータ・アプリケーションの強力なビ
ルディングブロックです。
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図2. 4フェーズ動作を示すタイミング図
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図3. 効率と出力電流および複数の入力電圧VIN

図4. 2Aから5Aへの電流負荷ステップに対する過渡応答
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